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2001 Vol. 5~、河合出版) ，こ詳しい論考を試みた。
2構成的認識とは、数学者のヘノレマン・ワイルの定義によると、断片的な現象の背後にある
普遍的生成原理を探求することである(ヘノレマン・ワイル『数学と白熱稗学の哲学J、岩波






年 6月 1日(水)'""'"'2日(木)の 2日開、津田一郎氏〈北海道大学)が国際高
等研究所において主穫する研究会『ダイナミックスからみた生命的システムの




















































Pollack， 2001; 2010)、個体の発生・成長・老化現象 (Murase、1996;村瀬、
2000 ; 2001; 2008; 2010)から、予期しない疾患の発生や患いもかけない新
理論の構築につながる認識の飛躍(市川、 1993)、学問の発展につながる f類





















































































生得的能力である(チョムスキー、 1963;レネバーグ、 1976;ミラー 、 1997)。その背後
で無意識的に働く深層構造として、心理学者ユングが発見した集合的無意識(ユング、
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こで、上記の密 3、4によって規定される滑り力 Sを、基礎方程式 (2)に代
入して解の挙動を課べる。











その場合は、基礎方程式は図 6上部のように、時間 tに関する 1階編微分と空




























































Two waves propagating 紘 theopp?.~i~e I函11






うに、その先端領域の長さ Lを少しずつ長くしていく c すると、ある臨界長L。
で、一方向の進行波が選択的に励起されるようになった。その様子を、民 11 a 
に示しである。菌 11 bは、先端領域の長さ LがOの場合、屈曲波の進行方向














































































































































































1859 (1959， 1976， 1984， 1987， 1996) time 
図16

























































必要があるといにそれ以前の子どもは、 1歳から 6歳までの間に毎年 1つづ
っ新しい数を習得する。ところが、 7'"'-'8議の臨界期を過ぎると、新しい数そ
のものを習得するのではなく、数を作り上iデる操作が習得される。数概念を構
成するのに必要な操作とは、 1)等個性、すなわち 1対 1の対応づけ(見かけ
の相違にかかわらずに保存される関係)、および2)差異性、すなわち単位の単
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